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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オンライン・システムにおいてサードパーティ・システムから広告に関する製品を記述
するコンテンツを含む複数の広告作成物を受信する工程であって、前記複数の広告作成物
の各広告作成物は、前記サードパーティ・システムに関連付けられている複数の製品のう
ちの１つの製品と、該広告作成物を記述する１組の特性とに関連付けられている、工程と
、
　前記オンライン・システムにおいて、前記複数の製品のうちの、ターゲット・ユーザが
前記サードパーティ・システムにおいて以前に対話した、第１の製品の識別情報を受信す
る工程であって、前記識別情報は前記ターゲット・ユーザに関連付けられているクライア
ント・デバイス上にクッキーとして記憶される、工程と、
　前記第１の製品と前記複数の製品のうちの１つ以上の追加製品との間の関連性スコアを
決定する工程であって、前記第１の製品と前記１つ以上の追加製品のうちの１つの追加製
品との間の関連性スコアの決定は、
　　前記第１の製品に関する前記広告作成物に関連付けられている前記１組の特性と該追
加製品に関する前記広告作成物に関連付けられている前記１組の特性との間の１組の合致
する特性を決定することと、
　　前記１組の合致する特性における特性に基づき前記第１の製品と該追加製品との間の
関連性スコアを決定することと、
を含む、決定工程と、
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　前記オンライン・システムが、前記関連性スコアに少なくとも部分的に基づいて前記複
数の製品から代替製品を選択する選択工程と、
　前記オンライン・システムが、前記第１の製品に関連付けられている前記広告作成物と
前記代替製品に関連付けられている前記広告作成物とを含む広告を前記ターゲット・ユー
ザに送信する工程と、を備える方法。
【請求項２】
　広告作成物と複数の製品のうちの１つの製品との間の関連付けは、前記オンライン・シ
ステムの前記ターゲット・ユーザを識別する１組のターゲティング基準に基づき、前記１
組のターゲティング基準は、前記ターゲット・ユーザが以前にアクセスし、前記サードパ
ーティ・システムを介して前記製品に関連付けられている情報を含む、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　前記決定工程は、
　前記第１の製品に関連付けられている１または複数の特性を取り出す工程と、
　前記１つ以上の追加製品のうちの１つの追加製品を識別する工程と、
　前記追加製品に関連付けられている１または複数の特性を取り出す工程と、
　前記第１の製品に関連付けられている特性であって前記追加製品に関連付けられている
特性に合致する特性の数に少なくとも部分的に基づいて前記第１の製品と前記追加製品と
の間における関連性スコアを決定する工程とを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の製品に関連付けられている特性は、前記第１の製品の名称、前記第１の製品
の価格、前記第１の製品の製造者、前記第１の製品を販売する商店主、前記第１の製品の
種類、前記第１の製品の目的、前記第１の製品のフィーチャ、およびそれらの任意の組み
合わせからなるグループから選択される、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記追加製品に関連付けられている特性は、前記追加製品の名称、前記追加製品の価格
、前記追加製品の製造者、前記追加製品を販売する商店主、前記追加製品の種類、前記追
加製品の目的、前記追加製品のフィーチャ、およびそれらの任意の組み合わせからなるグ
ループから選択される、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記決定工程は、
　前記第１の製品に関連付けられている１または複数の特性を取り出す工程と、
　前記１つ以上の追加製品のうちの１つの追加製品を識別する工程と、
　前記第１の製品に関連付けられている前記１または複数の特性の各々に重みを関連付け
る工程と、
　前記追加製品に関連付けられている１または複数の特性を取り出す工程と、
　前記第１の製品に関連付けられている特性であって前記追加製品に関連付けられている
特性に合致する特性に関連付けられている重みに少なくとも部分的に基づいて前記製品と
前記追加製品との間における関連性スコアを決定する工程とを含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項７】
　前記第１の製品に関連付けられている特性に関連付けられている重みは前記サードパー
ティ・システムによって指定される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の製品に関連付けられている特性に関連付けられている重みは、ターゲティン
グ基準に少なくとも部分的に基づいて前記オンライン・システムによって決定される、請
求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記ターゲティング基準は、ロケーション、ジェンダー、職業、前記ターゲット・ユー
ザに関連付けられているアクション、前記ターゲット・ユーザとつながりのある追加ユー
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ザ、前記ターゲット・ユーザに関連付けられているオブジェクト、およびそれらの任意の
組み合わせからなるグループから選択される、前記オンライン・システムによって前記タ
ーゲット・ユーザに関連付けられている情報に基づく、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記決定工程は、
　前記オンライン・システムによって前記ユーザに関連付けられている属性を取り出す工
程と、
　追加製品を識別する工程と、
　前記追加製品に関連付けられている１または複数の特性を取り出す工程と、
　前記オンライン・システムによって前記ユーザに関連付けられている属性であって前記
追加製品に関連付けられている特性に合致する属性に少なくとも部分的に基づいて前記製
品と前記追加製品との間における関連性スコアを決定する工程とを含む、請求項１に記載
の方法。
【請求項１１】
　前記選択工程は最大の関連性スコアに関連付けられている追加製品を前記代替製品とし
て選択する工程を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記選択工程は閾値以上の関連性スコアに関連付けられている追加製品を前記代替製品
として選択する工程を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記選択工程は、
　前記関連性スコアに少なくとも部分的に基づいて前記追加製品をランク付けする工程と
、
　前記ランク付けにおける閾値以上の位置に関連付けられている追加製品を前記代替製品
として選択する工程とを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記代替製品に関連付けられている前記情報は、前記代替製品に関連付けられている追
加情報にアクセスするためのリンクを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　オンライン・システムにおいてサードパーティ・システムから広告に関する製品を記述
するコンテンツを含む複数の広告作成物を受信する工程であって、前記複数の広告作成物
の各広告作成物は、前記サードパーティ・システムに関連付けられている複数の製品のう
ちの１つの製品と、該広告作成物を記述する１組の特性とに関連付けられている、工程と
、
　前記オンライン・システムにおいて、前記複数の製品のうちの、ターゲット・ユーザが
前記サードパーティ・システムにおいて以前に対話した、第１の製品の識別情報を受信す
る工程であって、前記識別情報は前記ターゲット・ユーザに関連付けられているクライア
ント・デバイス上にクッキーとして記憶される、工程と、
　前記第１の製品と前記複数の製品のうちの１つ以上の追加製品との間の関連性スコアを
決定する工程であって、前記第１の製品と前記１つ以上の追加製品のうちの１つの追加製
品との間の関連性スコアの決定は、
　　前記第１の製品に関する前記広告作成物に関連付けられている前記１組の特性と該追
加製品に関する前記広告作成物に関連付けられている前記１組の特性との間の１組の合致
する特性を決定することと、
　　前記１組の合致する特性における特性に基づき前記第１の製品と該追加製品との間の
関連性スコアを決定することと、
を含む、決定工程と、
　前記オンライン・システムが、前記サードパーティ・システムに関連付けられている１
つ以上の追加製品を前記関連性スコアに少なくとも部分的に基づいて選択する工程であっ
て、各追加製品は該追加製品に関連付けられている情報にアクセスするためのリンクに関
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連付けられている選択工程と、
　前記オンライン・システムが、前記第１の製品に関連付けられている情報と前記１つ以
上の追加製品に関連付けられている前記情報とを含む前記広告を前記ターゲット・ユーザ
に送信する工程と、を備える方法。
【請求項１６】
　広告作成物と複数の製品のうちの１つの製品との間の関連付けは、前記オンライン・シ
ステムの前記ターゲット・ユーザを識別する１組のターゲティング基準に基づき、前記１
組のターゲティング基準は、前記ターゲット・ユーザが以前アクセスし、前記サードパー
ティ・システムを介して前記製品に関連付けられている情報を含む、請求項１５に記載の
方法。
【請求項１７】
　前記選択工程は、前記１つ以上の追加製品を識別する情報を前記サードパーティ・シス
テムから受信する工程を含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記選択工程は、
　前記サードパーティ・システムに関連付けられている前記１つ以上の追加製品を記述す
る情報にアクセスする工程であって、各追加製品は該追加製品にアクセスするためのリン
クに関連付けられている工程と、
　前記１つ以上の追加製品の各々と前記第１の製品との間における関連性スコアを決定す
る工程と、
　前記関連性スコアに少なくとも部分的に基づいて前記１つ以上の追加製品から１または
複数の代替製品を選択する工程と、を含む請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　命令が符号化されている非一時的なコンピュータ可読記憶媒体であって、前記命令は、
プロセッサによって実行されるとき、前記プロセッサに、
　オンライン・システムにおいてサードパーティ・システムから広告に関する製品を記述
するコンテンツを含む複数の広告作成物を受信する工程であって、前記複数の広告作成物
の各広告作成物は、前記サードパーティ・システムに関連付けられている複数の製品のう
ちの１つの製品と、該広告作成物を記述する１組の特性とに関連付けられている、工程と
、
　前記オンライン・システムにおいて、前記複数の製品のうちの、ターゲット・ユーザが
前記サードパーティ・システムにおいて以前に対話した、第１の製品の識別情報を受信す
る工程であって、前記識別情報は前記ターゲット・ユーザに関連付けられているクライア
ント・デバイス上にクッキーとして記憶される、工程と、
　前記第１の製品と前記複数の製品のうちの１つ以上の追加製品との間の関連性スコアを
決定する工程であって、前記第１の製品と前記１つ以上の追加製品のうちの１つの追加製
品との間の関連性スコアの決定は、
　　前記第１の製品に関する前記広告作成物に関連付けられている前記１組の特性と該追
加製品に関する前記広告作成物に関連付けられている前記１組の特性との間の１組の合致
する特性を決定することと、
　　前記１組の合致する特性における特性に基づき前記第１の製品と該追加製品との間の
関連性スコアを決定することと、
を含む、決定工程と、
　前記オンライン・システムが、前記サードパーティ・システムに関連付けられている１
つ以上の追加製品を前記関連性スコアに少なくとも部分的に基づいて選択する工程であっ
て、各追加製品は該追加製品に関連付けられている情報にアクセスするためのリンクに関
連付けられている選択工程と、
　前記オンライン・システムが、前記第１の製品に関連付けられている情報と前記１つ以
上の追加製品に関連付けられている前記情報とを含む前記広告を前記ターゲット・ユーザ
に送信する工程と、を行わせる、非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。



(5) JP 6660375 B2 2020.3.11

10

20

30

40

50

【請求項２０】
　前記選択工程は、
　前記サードパーティ・システムに関連付けられている前記１つ以上の追加製品を記述す
る情報にアクセスする工程であって、各追加製品は該追加製品にアクセスするためのリン
クに関連付けられている工程と、
　前記１つ以上の追加製品の各々と前記第１の製品との間における関連性スコアを決定す
る工程と、
　前記関連性スコアに少なくとも部分的に基づいて前記１つ以上の追加製品から１または
複数の代替製品を選択する工程と、を含む請求項１９に記載の非一時的なコンピュータ可
読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般にオンライン・システムに関し、より詳細には、オンライン・システム
・ユーザに対して、そのユーザが以前に対話したコンテンツを含むコンテンツと追加コン
テンツとを提供することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　オンライン・システム（たとえば、ソーシャル・ネットワーキング・システム）によっ
て、そのオンライン・システムのユーザは、他のオンライン・システム・ユーザとつなが
りを有することおよび通信を行うことができる。ユーザはオンライン・システム上に、ア
イデンティティに関係し、ユーザについての情報を含むプロフィール（たとえば、関心や
人口統計学的情報）を生成する場合がある。ユーザは、個人の場合もあり、エンティティ
（たとえば、法人または慈善団体）の場合もある。オンライン・システムの人気が高まっ
ていること、および、オンライン・システムによって維持されるユーザ特有の情報の量が
増えていることを理由として、オンライン・システムはコンテンツをオンライン・システ
ム・ユーザに提示することによって、エンティティ（たとえば、小売業者またはサービス
・プロバイダ）が製品またはサービスについての認知度を高める理想的なフォーラムを提
供している。
【０００３】
　コンテンツ・アイテムをオンライン・システム・ユーザに提示することによって、エン
ティティ（たとえば、小売業者、サービス・プロバイダ、レストラン）は、製品もしくは
サービスについての世間の注目を集めること、または、そのエンティティの製品もしくは
サービスに関するアクションをオンライン・ユーザに行うよう促すことが可能になる。こ
れに加えて、多くのオンライン・システムは、いくつかのコンテンツ・アイテムをユーザ
に提示することに対する報酬をエンティティから受け取ることによって収益を生み出して
いる。多くの場合、オンライン・システムは、特定の種類のコンテンツ・アイテムのオン
ライン・システム・ユーザに対する各提示（たとえば、コンテンツ・アイテムの各「イン
プレッション」）について、または、オンライン・システム・ユーザによる特定の種類の
コンテンツ・アイテムとの各対話について、エンティティに課金する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来、エンティティは製品またはサービスを記述するコンテンツ・アイテムをオンライ
ン・システムに対して提供する。コンテンツ・アイテムは、オンライン・システム・ユー
ザに提示するための製品またはサービスを記述する情報を含む。概して従来のオンライン
・システムは、様々な時間間隔において、製品またはサービスを記述する多数のコンテン
ツ・アイテムをユーザに対して提示する。しかし、製品またはサービスを記述する多数の
コンテンツ・アイテムをオンライン・システム・ユーザに対して提示することによって、
そのユーザが製品もしくはサービスを記述するコンテンツ・アイテムを閲覧すること、ま
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たは、該コンテンツ・アイテムと対話することを思いとどまらせるおそれがある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　オンライン・システムは、ターゲティング基準とアド・コンテンツとを含む広告（「ア
ド」）要求を広告主から受信する。ターゲティング基準は、オンライン・システムのユー
ザを識別する情報を含む。たとえば、オンライン・システムのユーザを識別する情報は、
オンライン・システムによって維持されているそのユーザのユーザ・プロフィールに関連
付けられている情報であってもよいし、ユーザによって、または、オンライン・システム
内でそのユーザとつながりのある複数のユーザによって行われるアクションであってもよ
いし、ユーザに関連付けられているトラッキングされたクッキーであってもよい。アド要
求のアド・コンテンツは、広告主に関連付けられているエンティティによってユーザに対
して以前に提示された製品またはサービスに関連付けられている情報と、追加コンテンツ
に関連付けられている情報とを含む。これに加えて、アド・コンテンツはさらに、製品に
関する情報（たとえば、ネットワーク・アドレス）を取り出すためのリンクまたは他の情
報を含んでもよい。アド・コンテンツに含まれるユーザに対して以前に提示された製品ま
たはサービスの例は、広告主によって販売されるアイテム、広告主に関連付けられている
アイテム（たとえば、アイテムのスポンサーシップ）、広告主によって提供されるサービ
ス、または広告主による任意の他の適切な提供を含む。様々な特性が、オンライン・シス
テムによって、または広告主によって、製品またはサービスに関連付けられている。ユー
ザに対して以前に提示された製品またはサービスの例示的な特性は、製品またはサービス
の名称、製品またはサービスの価格、製品の製造者、サービスの提供者、製品またはサー
ビスを販売する商店主または広告主、その広告主に関連付けられているエンティティ、製
品またはサービスの種類、製品またはサービスの目的、製品の特徴、オンライン・システ
ムにおける製品または広告主に関連付けられている追加アド要求の性能を含む。
【０００６】
　アド要求におけるアド・コンテンツはさらに、追加コンテンツに関連付けられている情
報を含む。たとえば、追加コンテンツは追加製品であって、追加コンテンツに関連付けら
れている情報は、コンテンツ、または追加製品の記述を取り出すための、あるいは、追加
製品を閲覧するためのリンクを記述する情報である。追加情報を通じて記述される追加製
品または追加サービスは、コンテンツが提示されるユーザに対して提示されるように追加
製品を記述する情報を含めるために追加コンテンツに関連付けられている情報がプレース
ホルダ―として作用するよう、オンライン・システムによってアド要求が受信される後に
決定されてもよい。
【０００７】
　アド要求からのアド・コンテンツをアド要求におけるユーザを識別する情報に対応する
ユーザに提示する際、オンライン・システムは、アド要求が受信された広告主に関連付け
られている１または複数の追加製品または追加サービスを記述する情報にアクセスする。
たとえば、オンライン・システムは、アド要求が受信された広告主に関連付けられている
様々な製品に関連付けられている上記のような特性を取り出す。各追加製品は、追加製品
にアクセスするための、または、追加製品を記述する情報にアクセスするためのリンクま
たは宛先アドレスに関連付けられている。
【０００８】
　オンライン・システムは、様々な追加製品と製品との間における関連性スコアを決定す
る。たとえば、オンライン・システムは、各追加製品と製品との間における関連性スコア
を決定する。一実施形態において、製品と追加製品との間における関連性スコアは、追加
製品の特性と合致または類似する製品の特性の数に基づく。それぞれの重みは、追加製品
との特性に合致または類似する製品の特性に関連付けられている重みの組み合わせに基づ
く製品と追加製品との間における関連性スコアを用いて、製品のそれぞれの特性に関連付
けられてもよい。広告主によって提供される情報、オンライン・システムによってユーザ
に関連付けられているユーザ・プロフィールに含まれる情報、オンライン・システムによ
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ってユーザに関連付けられている以前のアクション、または任意の他の適切な情報に基づ
いて、重みは特性に関連付けられてもよい。他の実施形態において、追加情報は、製品と
追加製品との間における関連性スコアを決定するために用いられてもよい。関連性スコア
を決定するために用いられる追加情報の例は、オンライン・システムによって維持され、
ユーザとつながりのあるオブジェクトに合致する追加製品に関連付けられている特徴、ユ
ーザに関連付けられているアクションに合致する追加製品に関連付けられている特徴、オ
ンライン・システムによってユーザに関連付けられている属性と合致する追加製品に関連
付けられている特徴、およびオンライン・システムを通じてユーザとつながりのある追加
ユーザに関連付けられている情報を含む。
【０００９】
　関連性スコアに少なくとも部分的に基づいて、オンライン・システムは、１または複数
の追加製品から代替製品を選択する。一実施形態において、代替製品は最も高い関連性ス
コアを有する追加製品として選択される。それに代えて、代替製品は少なくとも閾値関連
性スコアを有する追加製品として選択される。いくつかの実施形態において、オンライン
・システムは、関連性スコアに基づいて追加製品から複数の代替製品を選択してもよい。
たとえば、オンライン・システムはそれらの関連性スコアに少なくとも部分的に基づいて
追加製品をランク付けし、少なくともランク付け中の閾値位置を有する追加製品として代
替製品を選択する。代替の実施形態において、１または複数の代替製品は、アド要求にお
いて広告主によって指定されるか、そうでない場合はアド要求に関連付けられている広告
主によってオンライン・システムに提供される。
【００１０】
　オンライン・システムは、代替製品に関連付けられている情報を、受信されたアド要求
のアド・コンテンツに含まれる追加コンテンツに関連付ける。代替製品に関連付けられて
いる例示的な情報は、追加製品を記述する情報であってもよいし、追加製品に関連付けら
れている１または複数のイメージであってもよいし、ユーザとつながりがあり、追加製品
に関連付けられているオンライン・システムの追加ユーザに関連付けられている対話であ
ってもよいし、代替製品に関連付けられている情報を取り出すためのリンクまたは宛先ア
ドレス、または任意の他の適切な情報であってもよい。オンライン・システムはユーザに
対して、製品に関連付けられている情報と、代替製品に関連付けられている情報とを提示
する。たとえば、提示されるアド・コンテンツは、互いに隣り合う製品を記述する情報と
代替製品を記述する情報とを表示する。一実施形態において、アド・コンテンツは複数の
タイルに分割される。１つのタイルには製品を記述する情報が提示され、別のタイルには
追加製品を記述する情報が提示される。これに代えて、アド・コンテンツがスクロール可
能なインタフェースを通じて提示され、スクロール可能なユーザ・インターフェース中を
ナビゲートすることによって、ユーザが製品または追加製品に関連付けられているか情報
を閲覧することが可能になる。たとえば、製品に関連付けられている情報を取り出すため
のリンクと、追加製品に関連付けられている情報を取り出すリンクとが、アド・コンテン
ツによって提示される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】一実施形態による、オンライン・システムが動作するシステム環境のブロック図
。
【図２】一実施形態による、オンライン・システムのブロック図。
【図３】一実施形態による、オンライン・システム・ユーザに対して以前に提示された製
品を識別する広告コンテンツに含める代替製品を選択するための方法を示すフローチャー
ト。
【図４】一実施形態による、オンライン・システム・ユーザに対して表示される広告コン
テンツを示す一例。
【００１２】
　図では、単に例示の目的で様々な実施形態を示す。当業者には、本明細書に記載の原理
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から逸脱することなく、本明細書に示した構造および方法の代替の実施形態が用いられ得
ることが、以下の説明から容易に認められる。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　システム・アーキテクチャ
　図１は、オンライン・システム１４０（たとえば、ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステム）用のシステム環境１００の高レベル・ブロック図である。図１によって示すシス
テム環境１００は、１つ以上のクライアント・デバイス１１０と、ネットワーク１２０と
、１つ以上のサードパーティ・システム１３０と、オンライン・システム１４０とを備え
る。代替の構成では、異なるおよび／または追加の構成要素がシステム環境１００に含ま
れてもよい。
【００１４】
　クライアント・デバイス１１０は、ユーザ入力を受信することと、ネットワーク１２０
を介してデータの送信、受信、またはその両方を行うこととが可能な１以上のコンピュー
ティング・デバイスである。一実施形態では、クライアント・デバイス１１０は、デスク
トップまたはラップトップ・コンピュータなど、従来のコンピュータ・システムである。
これに代えて、クライアント・デバイス１１０は、携帯情報端末（ＰＤＡ）、移動体電話
、スマートフォン、又は別の適切なデバイスなど、コンピュータ機能を有するデバイスで
あってよい。クライアント・デバイス１１０は、ネットワーク１２０を介して通信を行う
ように構成される。一実施形態では、クライアント・デバイス１１０は、クライアント・
デバイス１１０のユーザがオンライン・システム１４０と対話することを可能とするアプ
リケーションを実行する。たとえば、クライアント・デバイス１１０は、ネットワーク１
２０を介するクライアント・デバイス１１０とオンライン・システム１４０との間の対話
を可能とするために、ブラウザ・アプリケーションを実行する。別の実施形態では、クラ
イアント・デバイス１１０は、ＩＯＳ（登録商標）またはＡＮＤＲＯＩＤ（商標）など、
クライアント・デバイス１１０のネイティブ・オペレーティング・システム上で動作する
アプリケーション・プログラム・インタフェース（ＡＰＩ）を通じてオンライン・システ
ム１４０と対話する。
【００１５】
　クライアント・デバイス１１０は、ネットワーク１２０を介して通信を行うように構成
されており、ネットワーク１２０は、有線および／または無線通信システムの両方を用い
て、ローカル・エリア・ネットワークおよび／またはワイド・エリア・ネットワークの任
意の組み合わせを含んでよい。一実施形態では、ネットワーク１２０は、標準的な通信技
術および／またはプロトコルを用いる。たとえば、ネットワーク１２０は、イーサネット
（登録商標）、８０２．１１、ＷｉＭＡＸ（ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａ
ｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　ａｃｃｅｓｓ　）、３Ｇ、４Ｇ、ＣＤＭＡ
（ｃｏｄｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）、ＤＳＬ（ｄｉｇｉ
ｔａｌ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｌｉｎｅ）などの技術を用いる通信リンクを含む。ネッ
トワーク１２０を介する通信のために用いられるネットワーク・プロトコルの例は、ＭＰ
ＬＳ（ｍｕｌｔｉｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｌａｂｅｌ　ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）、ＴＣＰ／ＩＰ
（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ／Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　
ｐｒｏｔｏｃｏｌ）、ＨＴＴＰ（ｈｙｐｅｒｔｅｘｔ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｐｒｏｔｏ
ｃｏｌ）、ＳＭＴＰ（ｓｉｍｐｌｅ　ｍａｉｌ　ｔｒａｎｓｆｅｒ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）
、およびＦＴＰ（ｆｉｌｅ　ｔｒａｎｓｆｅｒ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）を含む。ネットワー
ク１２０を通じて交換されるデータは、ＨＴＭＬ（ｈｙｐｅｒｔｅｘｔ　ｍａｒｋｕｐ　
ｌａｎｇｕａｇｅ）またはＸＭＬ（ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　ｍａｒｋｕｐ　ｌａｎｇｕａ
ｇｅ）など、任意の適切なフォーマットを用いて表現されてよい。いくつかの実施形態で
は、ネットワーク１２０の通信リンクの全部または一部が任意の適切な１以上の技術を用
いて暗号化されてもよい。
【００１６】
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　オンライン・システム１４０と通信するために、１または複数のサードパーティ・シス
テム１３０がネットワーク１２０に結合されてもよく、これについて図２に関連して以下
でさらに述べる。一実施形態では、サードパーティ・システム１３０は、クライアント・
デバイス１１０によって実行するためのアプリケーションを表す情報を伝達する、または
クライアント・デバイス１１０上で実行されるアプリケーションによって使用するために
データをクライアント・デバイス１１０に伝達するアプリケーション・プロバイダである
。他の実施形態では、サードパーティ・システム１３０は、クライアント・デバイス１１
０を介して提示するためのコンテンツまたは他の情報を提供する。また、サードパーティ
・ウェブサイト１３０は、広告、コンテンツ、またはサードパーティ・ウェブサイト１３
０によって提供されるアプリケーションについての情報など、情報をオンライン・システ
ム１４０に伝達してもよい。
【００１７】
　図２は、オンライン・システム１４０のアーキテクチャの一例を示すブロック図である
。図２に示すオンライン・システム１４０は、ユーザ・プロフィール・ストア２０５、コ
ンテンツ・ストア２１０、アクション・ロガー２１５、アクション・ログ２２０、エッジ
・ストア２２５、広告（「アド」）ストア２３０、アド生成モジュール２３５、およびウ
ェブ・サーバ２４０を含む。他の実施形態では、オンライン・システム１４０は、様々な
アプリケーション用の追加の構成要素、より少ない構成要素、または異なる構成要素を含
んでもよい。ネットワーク・インタフェース、セキュリティ機能、ロードバランサ、フェ
イルオーバ・サーバ、管理およびネットワーク操作コンソールなど、従来の構成要素は、
システム・アーキテクチャの詳細を不明瞭にしないことを目的として、示していない。一
実施形態では、オンライン・システム１４０はソーシャル・ネットワーキング・システム
である。
【００１８】
　オンライン・システム１４０の各ユーザは、ユーザ・プロフィールに関連付けられてお
り、このユーザ・プロフィールはユーザ・プロフィール・ストア２０５に記憶されている
。ユーザ・プロフィールは、複数のユーザによって明示的に共有された、ユーザに関する
宣言的な情報を含んでおり、また、オンライン・システム１４０によって推論されるプロ
フィール情報も含んでよい。一実施形態では、ユーザ・プロフィールは、対応するオンラ
イン・システム１４０のユーザの１以上の属性について各々記述する複数のデータ・フィ
ールドを含む。ユーザ・プロフィールに記憶されている情報の例は、職歴、学歴、ジェン
ダー、趣味または嗜好、ロケーションなど、個人の伝記的なもの、人口統計学的なもの、
および他の種類の記述的情報を含む。ユーザ・プロフィールは、ユーザによって提供され
る他の情報（たとえば、画像（イメージ）、映像（ビデオ））も記憶してよい。一定の実
施形態では、ユーザのイメージは、イメージに表示されるオンライン・システム１４０の
ユーザを識別する情報によってタグ付けされてもよい。ユーザ・プロフィール・ストア２
０５におけるユーザ・プロフィールは、コンテンツ・ストア２１０におけるコンテンツ・
アイテムに対し実行され、アクション・ログ２２０に記憶される、対応するユーザによる
アクションに対する参照も維持してよい。
【００１９】
　ユーザ・プロフィール・ストア２０５におけるユーザ・プロフィールは個人に関連付け
られていることが多くあり、個人がオンライン・システム１４０を介して互いと対話する
ことを可能とするが、ユーザ・プロフィールは企業または団体などのエンティティのため
に記憶されてもよい。これによって、エンティティが他のオンライン・システム・ユーザ
とのコンテンツの接続および交換を行うためにオンライン・システム１４０上にプレゼン
スを確立することが可能となる。エンティティは、それ自体に関する情報、その製品に関
する情報をポストしてもよく、エンティティのユーザ・プロフィールに関連付けられてい
るブランドのページを用いて、オンライン・システムのユーザに他の情報を提供してもよ
い。オンライン・システムの他のユーザは、ブランド・ページにポストされた情報を受信
するために、またはブランド・ページから情報を受信するために、ブランド・ページに接
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続してよい。ブランド・ページに関連付けられているユーザ・プロフィールは、エンティ
ティ自体に関する情報を含み、エンティティに関する背景または情報のデータをユーザに
提供してよい。
【００２０】
　コンテンツ・ストア２１０はオブジェクトを記憶し、各オブジェクトは様々な種類のコ
ンテンツを表す。オブジェクトによって表されるコンテンツの例は、ページ・ポスト、状
態アップデート、写真、ビデオ、リンク、共有されるコンテンツ・アイテム（たとえば、
オンライン・システム１４０、サードパーティ・システム１３０からのコンテンツ・アイ
テム）、ゲーム・アプリケーションの業績（ａｃｈｉｅｖｅｍｅｎｔ）、地域ビジネスの
チェックイン・イベント、ブランド・ページ、または任意の他の種類のコンテンツを含む
。オンライン・システム・ユーザは、状態アップデート、オンライン・システムにおける
他のオブジェクトに関連付けられているユーザによってタグ付けされる写真、イベント、
グループ、またはアプリケーションなど、コンテンツ・ストア２１０によって記憶される
オブジェクトを作成することができる。いくつかの実施形態では、オブジェクトはサード
パーティ・アプリケーションから、またはオンライン・システム１４０とは別のサードパ
ーティ・アプリケーションから受信される。一実施形態では、コンテンツ・ストア２１０
におけるオブジェクトは、コンテンツの１つ１つのピース、すなわち、コンテンツ「アイ
テム」を表す。したがって、オンライン・システム・ユーザは、様々な通信チャンネルを
通じてオンライン・システム１４０に対し様々な種類のメディアのテキストおよびコンテ
ンツ・アイテムをポストすることによって、互いと通信を行うように奨励される。これに
よってユーザの互いとの対話の量が増加し、オンライン・システム１４０内においてユー
ザが対話を行う頻度が増加する。
【００２１】
　アクション・ロガー２１５は、オンライン・システム１４０の内部および／または外部
のユーザ・アクションに関する通信を受信して、ユーザ・アクションに関する情報によっ
てアクション・ログ２２０を満たす。アクションの例は、別のユーザに対するつながりを
追加すること、別のユーザに対しメッセージを送ること、イメージをアップロードするこ
と、別のユーザからのメッセージを読むこと、別のユーザに関連付けられているコンテン
ツを閲覧すること、および別のユーザによってポストされたイベントに出席することを含
む。加えて、複数のアクションは、オブジェクトおよび１以上の特定のユーザを含んでも
よく、したがって、それらのアクションはそれらのユーザに関連付けられているとともに
、アクション・ログ２２０に記憶される。
【００２２】
　アクション・ログ２２０は、オンライン・システム１４０に対するユーザ・アクション
や、オンライン・システム１４０に情報を通信するサードパーティ・システム１３０に対
するアクションを追跡するためにオンライン・システム１４０よって用いられてもよい。
ユーザは、オンライン・システム１４０上の様々なオブジェクトと対話することができ、
それらの対話について記述する情報はアクション・ログ２２０に記憶される。オブジェク
トとの対話の例は、ポストに対しコメントすること、リンクを共有すること、モバイル・
デバイスを介して物理的なロケーションにチェックインすること、コンテンツ・アイテム
にアクセスすること、および任意の他の適切な対話を含む。アクション・ログ２２０に含
まれるオンライン・システム１４０上のオブジェクトとの対話の追加の例は、フォトアル
バムに対しコメントすることと、ユーザと通信を行うことと、オブジェクトとのつながり
を確立することと、イベントに参加することと、グループに参加することと、イベントを
作成することと、アプリケーションを認可することと、アプリケーションを使用すること
と、オブジェクトに対する嗜好を示すこと（そのオブジェクトに「いいね」すること）と
、トランザクションに関わることと、を含む。これに加えて、アクション・ログ２２０は
、ユーザのオンライン・システム１４０上の広告や、オンライン・システム１４０上で動
作する他のアプリケーションとの対話を記録してよい。いくつかの実施形態では、アクシ
ョン・ログ２２０からのデータを用いて、ユーザの関心または嗜好を推測し、そのユーザ
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のユーザ・プロフィールに含まれる関心を拡張して、ユーザの嗜好についてより完全な理
解を可能とする。
【００２３】
　また、アクション・ログ２２０は、サードパーティ・システム１３０（外部ウェブサイ
トなど）に対して取られ、オンライン・システム１４０に対し通信されるユーザ・アクシ
ョンを記憶することもできる。たとえば、電子商取引ウェブサイトは、電子商取引ウェブ
サイトがオンライン・システム１４０のユーザを識別することを可能にするソーシャル・
プラグ・インを通じて、オンライン・システム１４０のユーザを認識してもよい。オンラ
イン・システム１４０のユーザがユニークに識別されることが可能であるので、電子商取
引ウェブサイトは、上述の例におけるように、ユーザとの関連付けのために、オンライン
・システム１４０の外部のユーザ・アクションに関する情報をオンライン・システム１４
０に通信することができる。したがって、アクション・ログ２２０は、ユーザがサードパ
ーティ・システム１３０に対し行うアクションに関する情報（ウェブ・ページ閲覧履歴、
関わった広告、行われた購入、およびショッピングおよび購入による他のパターンを含む
）を記録することができる。
【００２４】
　一実施形態では、エッジ・ストア２２５は、オンライン・システム１４０上のユーザお
よび他のオブジェクトの間のつながりをエッジとして記述する情報を記憶する。いくつか
のエッジはユーザによって定義されてよく、ユーザが他のユーザとの自身の関係を指定す
ることを可能とする。たとえば、ユーザは、友達、同僚、パートナーなど、ユーザの実生
活の関係に相当する他のユーザとのエッジを生成してもよい。他のエッジは、オンライン
・システム１４０上のページに関心を表明する、オンライン・システム１４０の他のユー
ザとリンクを共有する、オンライン・システム１４０の他のユーザによってなされたポス
トに関してコメントするなど、ユーザがオンライン・システム１４０におけるオブジェク
トと対話するときに生成される。
【００２５】
　一実施形態では、エッジは、ユーザ間の対話、ユーザとオブジェクトとの間の対話、ま
たはオブジェクト間の対話の特性を各々表す、様々なフィーチャを含むことができる。た
とえば、１つのエッジに含まれるフィーチャは、２人のユーザ間の対話のレート、どのく
らい最近に２人のユーザが互いに対話したか、１つのオブジェクトについて１人のユーザ
によって取り出される情報のレートまたは量、または１つのオブジェクトについて１人の
ユーザによってポストされるコメントの数および種類を記述する。また、フィーチャは、
特定のオブジェクトまたはユーザを記述する情報も表してよい。たとえば、フィーチャは
、ユーザが特定のトピックにおいて有する関心のレベル、ユーザがオンライン・システム
１４０にログインするレート、またはユーザについての人口統計学的情報を記述する情報
を表してよい。各フィーチャは、ソース・オブジェクトまたはユーザと、ターゲット・オ
ブジェクトまたはユーザと、フィーチャ値とに関連付けられてよい。フィーチャは、ソー
ス・オブジェクトまたはユーザ、ターゲット・オブジェクトまたはユーザ、またはソース
・オブジェクトまたはユーザとターゲット・オブジェクトまたはターゲット・ユーザとの
間の対話を記述する値に基づく表現として指定されることができ、したがって、エッジは
１つ以上のフィーチャ表現として表されることができる。
【００２６】
　エッジ・ストア２２５は、オブジェクト、関心、および他のユーザに対する親和性スコ
アなど、エッジに関する情報を記憶する。親和性スコアまたは「親和性」は、ユーザによ
って実行されたアクションに基づき、オブジェクト、トピック、またはオンライン・シス
テム１４０における別のユーザにおけるユーザの関心を近似するために、時間を通じてオ
ンライン・システム１４０によって計算されてもよい。ユーザの親和性は、そのユーザに
よって実行されたアクションに基づき、オブジェクト、トピック、またはオンライン・シ
ステム１４０における別のユーザに対するユーザの親和性を近似するために、時間を通じ
てオンライン・システム１４０によって計算されてもよい。親和性の計算は、２０１０年
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１２月２３日に出願された米国特許出願第１２／９７８，２６５号、２０１２年１１月３
０日に出願された米国特許出願第１３／６９０，２５４号、２０１２年１１月３０日に出
願された米国特許出願第１３／６８９，９６９号、および２０１２年１１月３０日に出願
された米国特許出願第１３／６９０，０８８号にさらに記述されている。それらの各々に
ついて、その全体を引用によって本明細書に援用する。ユーザと特定のオブジェクトとの
間の複数の対話は、一実施形態では、エッジ・ストア２２５に１つのエッジとして記憶さ
れてよい。これに代えて、ユーザと特定のオブジェクトとの間の各対話は、個別のエッジ
として記憶される。いくつかの実施形態では、ユーザ間のつながりがユーザ・プロフィー
ル・ストア２０５に記憶されてもよく、ユーザ・プロフィール・ストア２０５がユーザ間
のつながりを決定するためにエッジ・ストア２２５にアクセスしてもよい。
【００２７】
　１または複数の広告（「アド」）要求がアド・ストア２３０に含まれている。アド要求
はオンライン・システム１４０のユーザに対する提示のために広告主から受信され、その
アド要求がその広告主による広告キャンペーン（「アド・キャンペーン」）に含まれても
よい。各アド要求は、オンライン・システム・ユーザに対して提示されるアド・コンテン
ツである広告コンテンツ（「アド・コンテンツ」）を含む。アド・コンテンツは、テキス
ト・データ、イメージ・データ、オーディオ・データ、ビデオ・データ、または任意の他
の適切なデータであってよい。これに加えて、アド・コンテンツは、アド・コンテンツが
提示される際にユーザがそのアド・コンテンツにアクセスした場合、ユーザに提示される
アド要求に関連付けられているコンテンツのソースに関連付けられているリンクまたは宛
先アドレスを含んでもよい。たとえば、宛先アドレスは、ユーザがアド・コンテンツにア
クセスする際にユーザに対して提示されるコンテンツを含む、ランディング・ページを識
別する。
【００２８】
　これに加えてアド要求は、アド・コンテンツの提示、提示されたアド・コンテンツとの
ユーザの対話、または、提示されたアド・コンテンツとのユーザによる他の適切な対話に
関して、アド要求に関連付けられている広告主がオンライン・システム１４０に提供する
報酬額を指定する入札額を含む。アド要求に含まれる入札額に基づいて、オンライン・シ
ステム１４０はアド要求におけるアド・コンテンツをユーザに提示するための期待値を決
定する。期待値はたとえば、ユーザに対する広告の提示に関して、提示されたアド・コン
テンツとのユーザの対話に関して、または、任意の他の適切な条件に基づいて、オンライ
ン・システム１４０によって広告主から受け取られる金銭的報酬額である。一実施形態に
おいて、アド要求の期待値は、入札額と、アド要求のアド・コンテンツが（提示される場
合）ユーザによってアクセスされる確率との積である。
【００２９】
　アド要求に関連付けられている入札額は、そのアド要求に関連付けられている種類に基
づいてもよい。アド要求に関連付けられている種類は、アド要求に含まれるアド・コンテ
ンツが表示されるフォーマット、または、アド・コンテンツによって提示される情報の種
類に少なくとも部分的に基づいてもよい。たとえば、アド要求の種類は、単一の製品また
はサービスを記述するアド・コンテンツを含む。他のアド要求の種類は、複数の製品また
はサービスを記述するアド・コンテンツを含む。他のアド要求の種類は、アド・コンテン
ツの複数の構成要素とそれら種々の構成要素をユーザに対して提示する順番とを含んでも
よい。アド要求に関連付けられている入札額は、アド・コンテンツに含まれる様々なコン
テンツの量に比例する。たとえば、単一の製品またはサービスを記述するアド・コンテン
ツを含むアド要求に関連付けられているのと比べて、複数の製品またはサービスを記述す
るアド・コンテンツを含むアド要求には、より高い入札額が関連付けられる。
【００３０】
　これに加えて、アド要求は、１または複数のターゲティング基準に関連付けられてもよ
い。広告主は、１つのアド要求に関連付けられているターゲット基準を指定してもよいし
、アド・キャンペーンに含まれる複数のアド要求に関連付けられているターゲティング基
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準を指定してもよい。ターゲティング基準は、そのターゲティング基準に関連付けられて
いるアド要求に含まれているアド・コンテンツを提示されるのに適格なユーザの１または
複数の特性を指定する。様々なターゲティング基準を様々なアド要求に関連付けることに
よって、広告主がアド・コンテンツの提示を特定の特性を有するユーザに合わせることが
可能になる。それによって、様々なアド・コンテンツを含むアド要求が、様々な特性を有
するユーザに対して提示されるようになる。たとえば、ターゲティング基準は、ユーザに
関連付けられている人口統計学的情報、つながり、またはアクションを指定する。いくつ
かの実施形態において、ターゲティング基準は、アド・キャンペーン中の複数のアド要求
がターゲティング基準に関連付けられるように、全体としてアド・キャンペーンに関連付
けられてもよい。
【００３１】
　一実施形態において、ターゲティング基準は、ユーザと別のユーザまたはオンライン・
システム１４０のオブジェクトとの間におけるアクションまたはつながりの種類を指定す
ることができる。また、ターゲティング基準は、サードパーティ・システム１３０上など
、オンライン・システム１４０の外部で行われるユーザとオブジェクトとの間の対話も指
定することができる。たとえば、ターゲティング基準は、別のユーザにメッセージを送信
すること、アプリケーションを使用すること、グループに参加すること、グループから離
脱すること、イベントに参加すること、イベント記述を生成すること、オンライン・マー
ケットプレイスを用いて製品またはサービスの購入または閲覧を行うこと、サードパーテ
ィ・システム１３０からの情報を要求すること、サードパーティ・システム１３０上でコ
ンテンツと対話すること、または任意の他の適切なアクションなど、特定のアクションを
行ったユーザを識別する。ターゲティング基準にアクションを含めることによって、様々
なアド要求からのアド・コンテンツが提示されるのに適格なユーザを広告主がさらに精選
することが可能となる。別の例として、ターゲティング基準は、別のユーザまたはオブジ
ェクトに対するつながりを有するユーザや、別のユーザまたはオブジェクトに対する特定
の種類のつながりを有するユーザを識別する。たとえば、ターゲティング基準は、オンラ
イン・システム１４０またはサードパーティ・システム１３０によって維持される指定の
コンテンツとの対話の種類を以前に実行したユーザを識別する。たとえば、ターゲティン
グ基準は、ある種類の対話をコンテンツ・アイテムと以前に行ったユーザは、そのターゲ
ティング基準に沿ってあるアド要求に含まれるアド・コンテンツを提示されることが適格
となるように、サードパーティ・システム１３０によって維持されるコンテンツ・アイテ
ムと、そのコンテンツ・アイテムとの対話の種類とを識別する。ユーザによるコンテンツ
との以前の対話に基づいてユーザに対する提示用のコンテンツを識別するためにターゲテ
ィング基準を用いることは、２０１１年１１月２９日に出願された米国特許出願第１３／
３０６，９０１号および２０１３年１１月２１日に出願された米国特許出願第１４／１７
７，３００号にさらに記載されている。両者について、その全体を引用によって本明細書
に援用する。
【００３２】
　これに加えて、アド要求は、アド要求におけるアド・コンテンツをオンライン・システ
ム・ユーザに提示することに関する広告主のゴールを指定する目標を含んでもよい。さら
に目標は、そのアド要求だけでなくアド・キャンペーンにおける他の複数のアド要求に関
する広告主のゴールを指定するためのアド要求を含むアド・キャンペーンに関連付けられ
てもよい。たとえば、目標は、アド・キャンペーンからのアド・コンテンツを提示される
オンライン・システム・ユーザによる、アド・キャンペーンに含まれるアド要求からのア
ド・コンテンツとの対話の種類、またはアド・キャンペーンにおけるアド要求に関連付け
られている１または複数のオブジェクトとの対話の種類を識別する。目標の例は、オンラ
イン・システム・ユーザが提示されたアド・コンテンツにアクセスすること（たとえば、
クリックまたは他の方法で広告にアクセスすること）、オンライン・システム・ユーザが
アド・コンテンツに関連付けられているアプリケーションをインストールすること、オン
ライン・システム・ユーザがアド・コンテンツに関連付けられているページに対する嗜好
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を示すこと（たとえば、そのページに「いいね」すること）、オンライン・システム・ユ
ーザがアド・コンテンツまたはアド・キャンペーンに関連付けられているページを閲覧す
ること、またはオンライン・システム・ユーザによって行われる任意の他の適切なアクシ
ョンを含む。一実施形態において、目標はオンライン・システム１４０によって維持され
る一組の目標から選択される。
【００３３】
　追加情報は、アド要求またはそのアド要求を含むアド・キャンペーンに関連付けられて
もよい。たとえば、アド要求またはアド・キャンペーンは、アド要求またはアド・キャン
ペーンに関連付けられているアド要求に含まれるアド・コンテンツを提供することに関し
広告主がオンライン・システム１４０に対して提供する報酬の総額を指定する予算を含む
。予算は、全体として、またはアド要求毎に、アド・キャンペーンに割り当てられてもよ
い。さらに、アド・キャンペーン中の様々なアド要求において、広告主は予算割当に関す
る命令を指定してもよい。たとえば命令は、１または複数の基準に基づいて、アド・キャ
ンペーンに含まれるアド要求に関連付けられている入札額の修正を指定する。さらに命令
は、アド・キャンペーンに含まれるアド要求において予算割当を記述する他の適切な情報
を含んでもよい。
【００３４】
　オンライン・システム１４０が製品またはサービスを記述するアド・コンテンツを含む
アド要求の種類と追加コンテンツとの関連付けのための追加情報とを受信する場合、アド
生成モジュール２３５はアド・コンテンツにおける提示のための追加コンテンツを指定し
てもよい。たとえば、アド要求は、アド要求のターゲティング基準によって指定されたユ
ーザに対して以前に提示された製品を記述する情報を含み、追加コンテンツがアド・コン
テンツ内に提示されるであろうことを示す。アド要求がオンライン・システム１４０を介
してユーザに対して提示されると、アド生成モジュール２３５は追加コンテンツを決定し
、ユーザに対して提示されたアド・コンテンツ内に追加コンテンツを含める。一実施形態
において、アド生成モジュール２３５は、アド要求において識別された製品に関連付けら
れている追加製品または追加サービスに関連付けられている情報を取り出し、アド要求に
おいて識別された製品またはオンライン・システム１４０によってユーザに関連付けられ
た情報に基づいて、１または複数の代替製品を選択する。たとえば、アド生成モジュール
２３５は、製品もしくはサービスの特性に基づいて、またはユーザの特性に基づいて、ア
ド要求において識別される製品またはサービスと追加製品または追加サービスとの間にお
ける関連性スコアを決定する。関連性スコアに基づいて、アド生成モジュール２３５は１
または複数の代替製品または代替サービスを選択し、ユーザに対して提示されるアド・コ
ンテンツ内に代替製品または代替サービスに関連付けられている情報を含める。アド要求
に関連付けられているアド・コンテンツを介して提示される代替製品または代替サービス
を選択することは、図３に関連して以下でさらに述べる。
【００３５】
　ウェブ・サーバ２４０は、オンライン・システム１４０を、ネットワーク１２０を介し
て１つ以上のクライアント・デバイス１１０や１つ以上のサードパーティ・システム１３
０にリンクさせる。ウェブ・サーバ１４０は、ウェブ・ページや他のウェブ関連コンテン
ツ（ＪＡＶＡ（登録商標）、ＦＬＡＳＨ（登録商標）、ＸＭＬなど）を提供する。ウェブ
・サーバ２４０は、たとえば、インスタント・メッセージ、キュー・メッセージ（たとえ
ば、電子メール）、テキスト・メッセージ、ＳＭＳ（ショート・メッセージ・サービス）
メッセージ、または任意の他の適切なメッセージ技術を用いて送られるメッセージなど、
オンライン・システム１４０とクライアント・デバイス１１０との間におけるメッセージ
の受信およびルーティングを行うことができる。ユーザは、コンテンツ・ストア２１０に
記憶される情報（たとえば、イメージまたはビデオ）をアップロードするためにウェブ・
サーバ２４０にリクエストを送ることができる。これに加えて、ウェブ・サーバ２４０は
、ＩＯＳ（登録商標）、ＡＮＤＲＯＩＤ（商標）、ＷＥＢＯＳ（登録商標）、またはＢｌ
ａｃｋＢｅｒｒｙＯＳなど、ネイティブ・クライアント・デバイス・オペレーティング・
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システムにデータを直接送信するためにアプリケーション・プログラム・インタフェース
（ＡＰＩ）機能を提供することができる。
【００３６】
　アド要求におけるコンテンツに対する関連性に基づく代替コンテンツの選択
　図３は、一実施形態による、オンライン・システム１４０のユーザに対して以前に提示
された製品に沿った広告（「アド」）コンテンツに含める代替製品を選択するための方法
を示すフローチャートである。他の実施形態では、代替製品ではなく代替コンテンツ・ア
イテムが、以前に提示されたコンテンツ・アイテムとともに、以前に提示された製品とと
もに、代替製品とともに、または、それらの任意の組み合わせによって提示されるよう選
択される。これに加えて、図３に関連して説明される方法は、ユーザに対して以前に提示
されたコンテンツ・アイテムとともに、または、ユーザが以前に対話したコンテンツ・ア
イテムとともに、代替コンテンツ・アイテムを選択するために用いられてもよい。他の実
施形態において、該方法は、図３に示されるものとは異なる工程および／または追加の工
程を含んでもよい。これに加えて、該方法の工程は、図３に関連して説明される順番とは
異なる順番で実行されてもよい。
【００３７】
　オンライン・システム１４０は、ターゲティング基準とアド・コンテンツとを含む広告
（「アド」）要求を広告主から受信する（３０５）。ターゲティング基準は、オンライン
・システム１４０のユーザを識別する情報を含む。オンライン・システム１４０のユーザ
を識別する例示的な情報は、ユーザに関連付けられているオンライン・システム・ユーザ
識別子、ユーザに関連付けられているブラウザ識別子、ユーザに関連付けられているクラ
イアント・デバイス識別子、ユーザに関連付けられているアプリケーション識別子、また
は、アド要求における広告コンテンツを提示されるのに適格なオンライン・システム１４
０のユーザを識別することができる他の情報を含む。これに代えて、ターゲティング基準
は、アド要求におけるアド・コンテンツを提示されるのに適格なオンライン・システム・
ユーザの１または複数の特性を識別してもよい。ターゲティング基準によって識別される
ユーザの例示的な特性は、ユーザのジェンダー、ユーザに関連付けられているロケーショ
ン（たとえば、故郷、現在のロケーション、ユーザによって訪ねられた場所、ユーザの前
の住所）、ユーザに関連付けられている職業、ユーザと追加ユーザまたはオブジェクトと
のつながり、ユーザに関連付けられているアクション、オンライン・システム１４０を介
してユーザとつながりのある他のユーザに関連付けられているアクション、ユーザの学歴
（たとえば、通学した学校）、ユーザに関連付けられている年齢、またはオンライン・シ
ステム１４０によってユーザに関連付けられている任意の他の適切な情報を含む。
【００３８】
　アド要求のアド・コンテンツは、広告主に関連付けられているエンティティによってユ
ーザに対して以前に提示された製品に関連付けられている情報と、追加コンテンツに関連
付けられている情報とを含む。これに加えて、アド・コンテンツは、製品に関連付けられ
ている追加情報を取り出すロケーションを識別する製品に関連付けられているリンクを含
んでもよい。リンクはたとえば、製品が購入される可能性がある、または製品についての
追加情報が取り出される可能性があるエンティティに関連付けられているネットワーク・
アドレスである。製品は、広告主によって販売されるアイテムであってもよいし、広告主
に関連付けられているアイテム（たとえば、アイテムのスポンサーシップ）であってもよ
いし、広告主によって提供されるサービスであってもよいし、広告主による任意の他の適
切な提供であってもよい。様々な特性が製品に関連付けられている。ユーザに以前に提示
された製品の例示的な特性は、製品の名称、製品の価格、製品の製造者、製品を販売する
商店主または広告主、その広告主に関連付けられているエンティティ、製品の種類、製品
の目的、および製品の１または複数の特性を含む。いくつかの実施形態において、製品の
１または複数の特性は、製品に関連付けられている追加アド要求の性能、または広告主に
関連付けられている追加アド要求の性能を記述する。特性はたとえば、広告主に関連付け
られているアド要求に関連付けられているコンバージョン・レート、製品に関連付けられ
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ているアド要求に関連付けられているコンバージョン・レート、製品に関連付けられてい
るアド要求のインプレッションの数、広告主に関連付けられているアド要求のインプレッ
ションの数、または任意の他の適切な情報を記述する。
【００３９】
　ユーザに対して製品を以前に提示した広告主に関連付けられているエンティティは、製
品に関連付けられている情報が提示されたサードパーティ・システム１３０であってもよ
いし、広告主に関連付けられているシステムであってもよいし、オンライン・システム１
４０の別のユーザであってもよいし、製品に関連付けられている情報を提供することがで
きる任意の他のエンティティであってもよい。たとえば、エンティティがサードパーティ
・システム１３０であって、ユーザがクライアント・デバイス１１０を介してサードパー
ティ・システム１３０にアクセスする場合、サードパーティ・システム１３０は、ユーザ
がサードパーティ・システム１３０にアクセスしたことを示すクライアント・デバイス１
１０上の情報（たとえば、クッキー）を記憶する。ユーザが引き続きオンライン・システ
ム１４０にアクセスする場合、クライアント・デバイス上に記憶された情報は、サードパ
ーティ・システムに関連付けられている広告主またはサードパーティ・システム１３０か
らコンテンツを提示されるのに適格なユーザを識別するオンライン・システム１４０に伝
達される。クッキーはさらに、サードパーティ・システム１３０を介してユーザが対話し
たコンテンツ（たとえば、製品に関連付けられている識別子）を識別してもよい。これに
よってサードパーティ・システム１３０、すなわちサードパーティ・システム１３０に関
連付けられている広告主は、ユーザのサードパーティ・システム１３０との対話に基づき
、アド要求を介してコンテンツをユーザに対して提供することができる。
【００４０】
　アド・コンテンツに含まれる製品に関連付けられている情報は、ユーザとつながりのあ
るオンライン・システム１４０のユーザに関連付けられているアクションと製品に関連付
けられているアクションとに基づく社会的コンテキスト情報を含んでもよい。たとえば該
情報は、製品に対する嗜好を示している、製品を購入している、製品に関連付けられてい
るコメントを提供している、または製品に関連付けられている別のアクションを行ってい
るユーザとつながりのあるオンライン・システム１４０の１または複数の追加ユーザを識
別してもよい。たとえば、含まれる情報はユーザとつながりのある追加ユーザと、ユーザ
とアクションとを識別するテキスト（たとえば、「あなたの友人Ｘがこの製品を購入しま
した」）など、追加ユーザに関連付けられているアクションおよび製品に関連付けられて
いるアクションとを識別する。これに加えて、ユーザに対して以前に提示された製品に関
連付けられている情報は、図２に関連して上記されたような製品の特性を記述してもよい
。
【００４１】
　これに加えて、アド・コンテンツは、製品に関連付けられているリンクまたは宛先アド
レスを含む。リンクは、製品に関連付けられている情報のソースを識別するネットワーク
・アドレスまたは他の情報であってもよい。たとえばリンクは、オンライン・システム１
４０のユーザを、ユーザが製品を購入する、製品を記述する情報にアクセスする、または
その製品と対話する可能性がある製品に関連付けられているサードパーティ・システム１
３０へリダイレクトする。これに代えてリンクは、製品を記述する情報へアクセスするた
めに、ユーザを広告主に関連付けられているサードパーティ・システム１３０、または広
告主に関連付けられているエンティティに関連付けられているサードパーティ・システム
１３０へリダイレクトしてもよい。リンクは、製品に関連付けられている情報を識別する
リンクであってもよいし、製品とその製品に関連付けられている情報の提示を記述するエ
ンティティへ伝達するための情報とを識別するリンクであってもよい。たとえば、リンク
はエンティティに関連付けられているアプリケーションを識別し、アプリケーション実行
時に提示されるべき情報を記述する命令を含む。アド・コンテンツはさらに、ユーザに対
して以前に提示されなかった追加製品の特性など追加コンテンツに関連付けられている情
報を含む。
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【００４２】
　いくつかの実施形態において、オンライン・システム１４０は、追加コンテンツを介し
て提示される情報を決定する。オンライン・システム１４０は、広告主に関連付けられて
いるまたは広告主に関連付けられているエンティティに関連付けられている、１または複
数の追加製品を記述する情報にアクセスする（３１０）。一実施形態において、オンライ
ン・システム１４０は、該１または複数の追加製品を記述する広告主またはサードパーテ
ィ・システム１３０によって維持される情報にアクセスする（３１０）。これに加えて、
またはこれに代えて、オンライン・システム１４０は、オンライン・システム１４０によ
って維持されており追加製品を記述している情報にアクセスするか（３１０）、サードパ
ーティ・システム１３０に対するユーザのアクションを記述する情報にアクセスする。た
とえば、オンライン・システム１４０は、１または複数の追加製品の特性を記述している
情報にアクセスする（３１０）。図２に関連して上述した通り、追加製品の例示的な特性
は、追加製品の名称、追加製品の価格、追加製品の製造者、追加製品を販売する商店主ま
たは広告主、追加製品に関連付けられているエンティティ、追加製品の種類、追加製品の
目的、および追加製品の１または複数の特性を含む。各追加製品は、追加製品に関連付け
られている情報へアクセスするためのリンクまたは宛先アドレスに関連付けられている。
【００４３】
　追加製品は、ユーザと広告主との間の対話（たとえば、製品の検索、製品の情報に対す
る要求）、広告主によって提供される製品またはサービスに部分的に基づいて識別されて
もよく、追加製品に関連付けられているリンクは、ユーザを、ユーザが１または複数のア
クションを行ったサードパーティ・システム１３０へリダイレクトする。一例において、
ユーザは、オンライン・システム１４０のページまたは旅行会社に関連付けられているサ
ードパーティ・システム１３０のページを訪れて、オーストラリアのホテルを検索した。
検索結果を記述する情報は、サードパーティ・システム１３０によって維持されてもよい
し、オンライン・システム１４０に対して伝達されてもよい。アド・コンテンツに含まれ
る情報は、旅行会社に関連付けられている他の製品またはホテルの検索結果の１または複
数の結果に関連付けられてもよいし、旅行会社に関連付けられているオンライン・システ
ム１４０またはサードパーティ・システム１３０のページへユーザをリダイレクトするア
ド・コンテンツを含むリンクに関連付けられてもよい。追加製品は、検索結果、旅行会社
に関連付けられている他の製品、検索に関連付けられている製品（たとえば、航空券の情
報、オーストラリアで行うアクティビティ、レンタカーのオプションなど）、またはそれ
らの任意の組み合わせに基づいてもよい。リンクは、旅行会社に関連付けられているオン
ライン・システム１４０のページまたはサードパーティ・システム１３０のページにもユ
ーザをリダイレクトする各追加製品に関連付けられている。
【００４４】
　ユーザに以前に提示された製品と様々な追加製品との間における関連性スコアがオンラ
イン・システム１４０によって決定される（３１５）。たとえば、オンライン・システム
１４０は、各追加製品とユーザに以前に提示された製品との間における関連性スコアを決
定する（３１５）。一実施形態において、製品と追加製品との間における関連性スコアは
、追加製品の特性と合致または類似する製品の特性の数に基づく。たとえば、製品と追加
製品との間における関連性スコアは、追加製品の特性と合致する製品の特性の数に比例す
る。いくつかの実施形態において、オンライン・システム１４０は、特性と１または複数
の追加特性との間における関係を維持し、追加特性のうち１つと合致すると判断される特
性を決定する。これに代えて、重みが様々な特性と関連付けられ、製品と追加製品との間
における関連性スコアは、追加製品の特性と合致する製品の特性に関連付けられている重
みの組み合わせに基づく。特性に関連付けられている重みは、アド要求が受信された広告
主またはオンライン・システム１４０によって指定されてもよい。オンライン・システム
１４０が重みを決定する場合、その重みは、ユーザに関連付けられているロケーションに
基づいてもよいし、オンライン・システム・ユーザによる製品に関連付けられている１ま
たは複数のオブジェクトとの対話に基づいてもよいし、オンライン・システム１４０によ
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ってユーザに関連付けられている属性に基づいてもよいし、オンライン・システム１４０
によってユーザに関連付けられているアクションに基づいてもよいし、任意の他の適切な
情報に基づいてもよい。
【００４５】
　他の実施形態において、製品と追加製品との間における関連性スコアは、オンライン・
システム１４０によってユーザに関連付けられている情報に少なくとも部分的に基づいて
決定される（３１５）。たとえば、製品と追加製品との間における関連性スコアは、オン
ライン・システム１４０によってユーザに関連付けられている属性と合致または類似して
いる追加製品の特性（たとえば、ユーザの特性、オンライン・システム１４０を介してユ
ーザとつながりのあるオブジェクト、オンライン・システム１４０によってユーザに関連
付けられているアクションなど）の数に基づく。これに代えて、オンライン・システム１
４０は、オンライン・システム１４０によってユーザに関連付けられている情報に基づい
て関連性スコアを決定する（３１５）際、製品のいくつかの特性の比較を除外する。ユー
ザが対話したサードパーティ・システム１３０からのコンテンツを記述する情報、または
サードパーティ・システム１３０上のユーザによって行われてオンライン・システム１４
０に伝達されるアクションも、関連性スコアを決定する（３１５）ために用いられてよい
。たとえば、サードパーティ・システム１４０上のユーザによって行われる１または複数
のアクションに関連付けられている製品（たとえば、サードパーティ・システム１４０上
のユーザによって行われる検索からの検索結果に関連付けられている製品、その検索結果
に関連付けられている製品など）は、サードパーティ・システム１４０上のユーザによっ
て行われるアクションに関連しない製品よりも高い関連性ストアを有する。別の実施形態
において、オンライン・システム１４０は、オンライン・システム１４０によってユーザ
に関連付けられている情報（たとえば、ロケーション、年齢、職業、ユーザに関連付けら
れているアクション、そのユーザとつながりのある複数のユーザに関連付けられているア
クション、そのユーザとつながりのある複数のユーザ、など）に基づいて、様々な特性に
関連付けられている重みを決定する。
【００４６】
　関連性スコアに少なくとも部分的に基づいて、オンライン・システム１４０は、該１ま
たは複数の追加製品から１または複数の代替製品を選択する（３２０）。一実施形態にお
いて、代替製品は最も高い関連性スコアを有する追加製品として選択される（３２０）。
代替の実施形態において、代替製品は少なくとも閾値関連性スコアを有する追加製品とし
て選択される（３２０）。オンライン・システム１４０が追加製品から複数の代替製品を
選択する（３２０）場合、代替製品は少なくとも閾値関連性スコアに関連付けられている
追加製品として選択される（３２０）。別の例として、オンライン・システム１４０はそ
れらの関連性スコアに少なくとも部分的に基づいて追加製品をランク付けし、少なくとも
ランク付け中の閾値位置を有する追加製品を代替製品として選択する（３２０）。これに
代えて、１または複数の代替製品は、広告主によって選択されるか（３２０）、そうでな
い場合はアド要求に関連付けられている広告主によって識別される。たとえば、代替製品
はアド要求に含まれ、広告主は、オンライン・システム１４０からの要求に応じて、１ま
たは複数の代替製品を識別する情報をオンライン・システム１４０に伝達する。これに代
えて、オンライン・システム１４０は、広告主に関連付けられている製品カタログにアク
セスして、その製品カタログから１または複数の代替製品を順序通りに、または無作為に
選択してもよい（３２０）。いくつかの実施形態において、オンライン・システム１４０
は、ユーザに対して以前に提示された製品の特性に少なくとも部分的に基づいてその製品
カタログから代替製品を選択する（３２０）。
【００４７】
　オンライン・システム１４０は、代替製品に関連付けられている情報を、受信されたア
ド要求のアド・コンテンツに含まれる追加コンテンツに関連付ける（３２５）。したがっ
て、アド・コンテンツに含まれる追加コンテンツは、追加製品を記述する情報のためのプ
レースホルダ―として作用する。これによってアド・コンテンツは、代替製品を記述する
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情報だけでなく製品を記述する情報を、アド要求のターゲティング基準において識別され
るユーザに対して提示することができる。代替製品に関連付けられる情報は、代替製品を
記述する情報であってもよいし、代替製品との対話に関連付けられているオンライン・シ
ステム１４０の１または複数の追加ユーザを識別する情報であってもよいし、オンライン
・システム１４０によって代替製品に関連付けられている情報であってもよいし、代替製
品に関連付けられている追加情報を取り出すためのリンクまたは宛先アドレスであっても
よい。
【００４８】
　オンライン・システム１４０は、製品に関連付けられている情報と代替製品に関連付け
られている情報とを含むアド・コンテンツをユーザに対して提示する（３３０）。たとえ
ば、提示されるアド・コンテンツは、互いに隣り合う製品を記述する情報と代替製品を記
述する情報とを表示する。一実施形態において、アド・コンテンツは複数のタイルを含み
、タイル内の製品を記述する情報と追加タイル内の追加製品を記述する情報とを提示する
。これに代えて、アド・コンテンツはスクロール可能なインタフェースであって、製品ま
たは追加製品を記述する情報が、ユーザがそのスクロール可能なインタフェース内を水平
方向、垂直方向、または任意の可能な方向にナビゲートするにつれて提示される。たとえ
ば、ユーザはアド・コンテンツ内をナビゲートして、製品を記述する閲覧情報から追加製
品を記述する閲覧情報に遷移させる。製品を記述する情報と追加製品を記述する情報とは
各々、追加情報を取り出すための、または、製品と追加製品とを購入するためのリンクを
含んでもよい。したがって、製品を記述する情報または提示されるアド・コンテンツ内の
代替製品を記述する情報を記述する情報を選択することによって、ユーザをそれぞれ製品
または追加製品に関連付けられているエンティティ（たとえば、サードパーティ・システ
ム１３０）へ導く。
【００４９】
　図３はアド・ユニット内の関連製品の提示を説明しているが、上記工程はユーザに対す
る提示のための追加コンテンツを識別するのに用いられてもよい。たとえば、オンライン
・システム１４０は、コンテンツ・アイテムまたはユーザに提示されたことがない追加コ
ンテンツを含む情報を生成または受信する。ユーザに関連付けられている情報（たとえば
、ユーザに関連付けられているアクションおよびユーザによって提示される他のコンテン
ツ）に基づいて、オンライン・システム１４０はユーザに対して提示するための追加コン
テンツ・アイテムを決定し、追加コンテンツを含む情報を用いて追加コンテンツを識別す
る。たとえばオンライン・システム１４０は、ユーザが以前に対話したコンテンツ（たと
えば、ユーザが閲覧したサードパーティ・システム１３０からのニュース記事、ユーザが
嗜好を示したステータス更新）であり得るコンテンツ・アイテムにおけるコンテンツから
トピックを抽出し、上述の抽出されたトピックに合致または類似するトピックを有する追
加コンテンツ・アイテムの間における関連性スコアを決定する。関連性スコアに基づいて
、オンライン・システム１４０は、コンテンツ・アイテム内で識別される１または複数の
追加コンテンツ・アイテムを選択する。たとえば、追加コンテンツ・アイテムのタイトル
またはトピックは、追加コンテンツ・アイテムを取り出すためのリンクに沿ってコンテン
ツ・アイテムにおいて提示される。
【００５０】
　ユーザに対して提示されるコンテンツと代替コンテンツとを含む例示的な広告コンテン
ツ
　図４は、オンライン・システム１４０のユーザに対して提示される広告（「アド」）コ
ンテンツ４００を示す一例である。当該例において、アド・コンテンツ４００は靴、シャ
ツ、および帽子などの製品を表示し、その製品はアド・コンテンツ４００に関連付けられ
ている広告主に関連付けられている。靴はオンライン・システム・ユーザに対して以前に
提示された製品であって、代替製品は図３に関連して説明された通りに選択されたもので
ある。
【００５１】
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　アド・コンテンツ４００は、それぞれ製品と代替製品とに関連付けられている情報４０
５Ａ、４０５Ｂ、および４０５Ｃを表示する。情報４０５Ａは、靴（すなわち、ユーザに
対して以前に提示された製品）の画像と、その靴にアクセスするためのリンクとを含む。
情報４０５Ｂは、ユーザに対して以前に提示された靴に関連付けられているシャツまたは
代替製品の画像と、シャツに関する追加情報を取り出すためのリンクとを含む。同様に、
情報４０５Ｃは、ユーザに対して以前に提示された靴に関連付けられている帽子または代
替製品の画像と、帽子に関する追加情報を取り出すためのリンクとを含む。提示されるア
ド・コンテンツ４００において製品を記述する情報４０５Ａまたは代替製品を記述する情
報４０５Ｂあるいは４０５Ｃを選択する（４１０）ことによって、ユーザは、それぞれ製
品または対応する代替製品に関連付けられているエンティティ（たとえば、サードパーテ
ィ・システム１３０）へ導かれる。例示される図において、ユーザは代替製品の情報４０
５Ｂを選択し（４１０）、代替製品を購入するための追加情報を表示するページまたはサ
イト４１５（たとえば、サードパーティ・システム１３０上）にリダイレクトされる。
【００５２】
　まとめ
　先の実施形態の記載は例示の目的で示されており、網羅的なものであったり、特許権を
開示の形態そのものに限定したりといったことは意図していない。当業者には、上述の開
示に鑑みて多くの修正および変更が可能であることが認められる。
【００５３】
　本記載の一部では、情報に対する操作のアルゴリズムおよびシンボル表現の点から実施
形態を説明している。これらのアルゴリズムに関する説明および表現は、データ処理技術
分野における当業者が自らの作業内容を他の当業者に有効に伝えるべく一般に用いられる
。それらの演算は、機能的、計算的、または論理的に記載されているが、コンピュータ・
プログラムまたは等価な電気回路、マイクロコードなどによって実装されることが理解さ
れる。さらにまた、それらの演算の構成を、一般性を損なうことなく、モジュールと呼ぶ
ことが場合によっては簡便であることも分かっている。記載の演算およびそれに関連する
モジュールは、ソフトウェア、ファームウェア、ハードウェア、またはそれらの任意の組
み合わせによって実装され得る。
【００５４】
　本明細書に記載の工程、演算、および処理のいずれも、１つ以上のハードウェア・モジ
ュールまたはソフトウェア・モジュールを、単独でまたは他のデバイスとの組み合わせに
より用いて、実行または実装されることが可能である。一実施形態では、ソフトウェア・
モジュールは、記載の工程、演算、および処理のいずれかまたはすべてを実行するべくコ
ンピュータ・プロセッサによって実行可能なコンピュータ・プログラム・コードを含むコ
ンピュータ可読媒体を備えるコンピュータ・プログラム製品によって実装される。
【００５５】
　また実施形態は、本明細書における演算を実行するための装置に関する場合もある。こ
の装置は、要求される目的のために特別に構築されてもよく、および／または、この装置
は、コンピュータに格納されたコンピュータ・プログラムによって選択的にアクティブ化
または再構成される汎用コンピューティング・デバイスを含んでもよい。そのようなコン
ピュータ・プログラムは、非一時的な有形のコンピュータ可読記憶媒体、または電子命令
を格納するのに適し、コンピュータ・システム・バスに結合され得る任意の種類の媒体に
格納されてよい。さらに、本明細書に記載のコンピュータ・システムは、単一のプロセッ
サを備えてもよく、より高い計算性能のためにマルチプロセッサ設計を用いたアーキテク
チャであってもよい。
【００５６】
　実施形態は、本明細書に記載のコンピューティング処理によって製造される製品にも関
係し得る。そのような製品は、コンピューティング処理から得られる、非一時的な有形の
コンピュータ可読記憶媒体に記憶される情報を含んでもよく、本明細書に記載のコンピュ
ータ・プログラム製品または他のデータの組み合わせの任意の実施形態も含む。
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【００５７】
　最後に、本明細書で使用される用語は主に可読性および教示の目的で選択されており、
発明の主題の線引きや限定を行うようには選択されていない場合がある。したがって、特
許権の範囲は、この詳細な説明によってではなく、本明細書に基づく出願に関して生じる
特許請求の範囲によって限定されることが意図される。したがって、本発明の実施形態の
開示は、添付の特許請求の範囲に記載される特許権の範囲を例示することを意図しており
、限定することは意図していない。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】
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